
議員提出第 10 号 

中川の郷療育センターに対する支援拡充を求める意見書 

吉川市議会会議規則第 13 条の規定により、上記意見書を別紙のとおり提出する。 
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中川の郷療育センターに対する支援拡充を求める意見書 

 

本県東南部の５市１町（草加市、越谷市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町）において、

平成９年に病院を併設した重症心身障害児施設「中川の郷」が公設民営方式で設置されま

した。これは、重症心身障害児を育てる保護者の方々の長年の切実な願いに応えるもので

あり、地域に大きな安心をもたらしたものです。 

その後、障害児（者）短期入所事業、地域療育等支援事業、知的障害者短期入所事業、児

童短期入所事業などを展開し、平成１６年には「中川の郷療育センター」と改称しました。

さらに、障害者自立支援法に基づく短期入所、療養介護、生活介護、B型通園、地域の子ど

もの発達支援を目的とした巡回事業、中核発達支援センター事業など、幅広いニーズに応

えながら地域と共に歩みを進めてきました。加えて、医療・療育の専門職の人材育成にも

尽力し、地域福祉の中核的存在として重要な役割を果たしています。 

平成２６年にはリハビリテーション棟、令和２年には在宅支援棟を竣工し、病院の増床

を図るなど、施設機能の充実にも努めてきました。 

しかしながら、近年の物価高騰、医療機器価格の上昇、人件費の増加、さらには消費税

や診療報酬制度の課題などにより、経営は厳しい状況に直面しています。現在は積立金を

取り崩しながら運営を継続していると聞き及んでおります。 

中川の郷療育センターは、地域の重症心身障害児（者）とその家族にとって不可欠な拠

点であり、また地域全体の障がい福祉を支える要の存在です。今後も安定的かつ持続的に

その使命を果たしていくためには、県による一層の支援が不可欠です。 

よって、県におかれましては、当センターの運営基盤を強化するための財政的支援をは

じめ、設備更新への助成など、総合的な支援策の拡充を強く求めるものであります。  

 

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出します。 

 

令和７年 12 月 16 日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　埼玉県吉川市議会 

 

提出先 

埼玉県知事 

 

 

 

 


